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市民まちづくり会議（まちづくり班） 議事録 R4.10.18 

 

11月 13日開催予定であった講演会イベントについて 

・内容の見直しをしたい。レベルアップできるような方向性で話し合いをしたい。 

 

①どんなイベントにしていくか 

・13日開催予定であったイベント同様、講演会＋子ども達に遊んでもらう形がよい。 

・やりたいことは変わらない。 

・子ども達の支援をしているチームが 10 月 21 日に講演会を開催する。県の指導主事が話

をするので参考になるのではないか。 

・引きこもりや不登校はなぜいけないのか。引きこもって暮らせるのなら、それでいいので

はないか。市が引きこもりを悪いことだと捉えているのがおかしい。なぜいけないのかと

いうことをもっと説明すべき。その原因によって、開催するイベントの内容は違ってくる。 

・今までやってきたことを無駄にはしたくない。 

・今までと同様の形式でやりたい。ただ講師の謝礼は発生する。NPOに所属している人で

あるなら、NPOに支払う場合が多い。市からはお金は出ないので、そこをクリアした人

選をしないといけない。 

・子どもサポートセンターができたとはいえ、市がお金をだせないのでは、活動することが

できない。 

・お金をかけない講師にするのか、または講師を呼ばないイベントにするのか考えないとい

けない。 

・引きこもりの家族は混乱しているはず、相談できるイベントやいい話を聞けたなと思える

イベントがよい。 

・上田市のひきこもりの家族会では、心情を吐露できるような場を作っている。 

・元当事者だった方の話を聞けるといいのではないか。 

・そういう方の話は重要。ピアサポーターとして活動している人もいる。子どもサポートセ

ンターでそういう方とつながりを持っているか、確認してほしい。 

 →市で確認。 

・費用の掛からない講師を探していく。 

→委員で情報を社協からも集める。 

 

②日程 

 ・２月、３月頃でいいのではないか。 

 ・３月にはまとめをしたい。２月にイベントをするのがよい。 

 

  

 



市民まちづくり会議（シティプロモーション班） 議事録 R4.10.18 

 

10月８日から開催日を 11月 23日に延期したｅバイク（サイクリング）イベントについて、

運営方法や参加者募集について打ち合わせを行った。 

 

保険加入やアンケートの作成といった事前準備、自転車の湯楽里への搬送等を行う前日準

備、当日の運営について時期・時間ごとにタスクを定め、委員２名ずつの役割分担とともに、

スケジュール化をした。 

 

イベントで使用するコースは、「サイクリングを楽しむ」をコンセプトに、湯楽里を発着地

とし、和・祢津地区の歴史に触れながら、休憩ポイントを確保した全長 10ｋｍ超の設定と

することとした。 

コース設定ができたところで、当日、先導及び伴走を担当する委員を中心に下見を行う。 

下見では、トイレ使用の可否や危険個所の洗い出しを行う。 

 

イベントを通じた市レンタサイクルのＰＲ動画の撮影や自転車の搬送に関する相談を観光

協会と、自転車の前日の保管場所や受付・開会式を行う場所の最終確認を分担して行い、内

容については LINE グループにて共有する。 

 

 


